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資料編

社会科学習指導案

１ 単元名 自動車をつくる工業（大単元名 工業生産を支える人々）

２ 考察

( ) 児童観1
本単元の学習の中心となる自動車について、本学級の児童においては、一家に２台、３台と、

自動車を複数所有する家庭がほとんどで、ドライブや旅行はもとより、ちょっとした買い物や

習い事の行き帰り、友達の家に遊びに行く場合でさえも自動車で送り迎えをしてもらうという

児童がいる。しかし、自動車について意識をしたり考えたりしたことのある児童は少なく、一

部の男子は非常に高い興味をもっているが、大方の児童は、自分の家にある自動車のメーカー

名、車名も正確には覚えていない。生活を豊かにするのはもちろんのこと、もはや自分たちの

生活とは切り離して考えることができないものととらえているにもかかわらず、ほとんど意識

することがない状況であるといえる。

また、職業において、農業に従事している保護者は少ないもの、田園地帯の中心にある本校

の児童にとって、工場の様子を目にする機会はあまりない。生活科や社会科、総合的な学習の

時間においても、これまでに工業を中心として学習に取り組んできたことはない。したがって、

児童の工業に関する知識や理解は低いものと思われる。また、現在、児童の身の回りには工業

製品があふれているが、電気製品や自動車などの工業製品については、ふだん何気なく利用し

ているだけで、それを生産したり選んだりする人々の姿を意識することは少ないと思われる。

一方、本児童は、前学年においては「省エネ推進事業」の中心となって学習を進めてきてお

り、家庭に協力をいただいて「省エネナビ」を設置して省エネに取り組むなど、具体的な環境

学習の経験により、省エネや環境に対する意識はとても高いと言える。また、学習方法として、

資料を使って課題を調べたり調査をしたりする活動を好み、これまでも、学習したことを新聞

作り等の表現方法を用いて工夫して上手にまとめ上げてきた。

そこで、本単元においては、児童の環境に対する意識なども重視しながら、課題選択学習を

取り入れ、学習したことをリーフレットに表現していく。これらの方法を通すことにより、児

童の興味・関心を喚起し、意欲的に学習を進められるようになると考える。また、学習の途中

に選択した課題についての発表や話し合いを入れたり、出来上がったリーフレットを発信して

感想や意見、アドバイスをもらったりすることを通して、今後の自動車社会のあり方について

考え、学習したことをこれからの生活や学習に生かしていこうとする意欲につながるものであ

ると考える。

( ) 教材観2
本単元では、自動車作りに携わる人々が、消費者の多様な願いや環境面などの社会的な要請

に応えるために、様々な努力や取り組みをしていることを学習する。この学習を通して、工業

生産に従事している人々の工夫や努力、これらの産業が国民生活を支える重要な役割をしてい

ることや、国土の環境と深いかかわりをもっていることを理解できる。また、我が国の産業の

発展に関心をもてるようになれると考え、本単元を設定した。

自動車は、現代社会からは切り離して考えることのできない重要な工業製品であり、児童に

とっても大変身近な存在である。また、自動車は、様々なユーザーのニーズに応えて日進月歩

の改良が続けられている。このような自動車を工業製品の代表として取り上げることは、児童

にとっては親しみやすく、激しく変化していく現代社会に対応して生きる力を養うには最適な

題材であると考える。
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また、自動車工業においては、ユーザーの求めるものは様々であり、社会的な課題も解決し

ていかなくてはならない立場にもある。このような立場を理解するには、まずは自分の興味・

関心のある課題を選択して学習し、その後に、発表会や話し合いをもち、他の課題について知

っていくことが有効であると考える。さらに、学習したことをリーフレットに表現し、それを

発信して感想や意見をもらうことは、様々な考えを理解していくことに有効であると考える。

( ) 指導方針3
・工場見学を効果的に行い、自動車づくりに関わる人々の努力や工夫、願いについて、より

具体的に捉えられるようにする。

・調べる学習や発表を通して、主体的に学習できるようにするとともに、押さえるべき知識、

基本的知識は確実に指導していく。

・実際に自動車を運転する保護者等との連携を密にする。

・興味関心を重視した課題選択学習をとおし、意欲的に学習を進められるようにする。

・学習したことを、自分自身を自動車工場の経営者に見立ててリーフレットに表現しながら

学習することにより、学習に対する意欲を高めるとともに、考えを深めさせるようにする。

・リーフレットを発信し、感想や意見、アドバイスをもらうことにより、学習したことを今

後の学習や生活に生かしていこうとする意欲につなげる。

３ 指導目標と評価規準 略（報告書に記載のため）

４ 指導計画 略（報告書に記載のため）

１ 本時の学習 第１時

( ) ねらい1
これからの学習の流れを理解し、学習のめあてをもつ。

( ) 準備2
自動車のカタログ、見本のリーフレット、ワークシート①

( ) 展開3
過程 学習活動 教師の指導・支援と留意点 評価

つ ○普段自分たちはどんなときに自動車を ・これからの学習に対する意

か 利用しているか。自動車のよい点や悪 欲を喚起するようにする。

む い点等、自動車や自動車社会につい ・自動車なしの生活は考えら

て、知っていることや思っていること れないにもかかわらず、自

を発表し合う。 動車に対して興味をもって10
分 いない現状をおさえるよう

にする。

○持ち寄った自動車のカタログを見合 ・写真や図、表、文字の量や

調 い、カタログの構成や、どんな点をア 書き方など、見やすさにつ

べ ピールしているかを調べ、話し合う。 いて、リーフレットという

る 観点から捉えられるように

する。

・安全面、環境への配慮、乗20
分 りやすさや福祉車両などに

着目できるようにする。

○これから「自動車をつくる工業」につ ・自動車工業に従事する人々

いて学習していくことを知る。 の様々な努力や工夫、これ

ま からの自動車産業について

考えていくことを押さえ
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と る。

○これからの学習の流れについて理解す ・自分自身が自動車工場の経 ・これからの学

め る。 営者になったつもりで学習 習の流れを知

していくこと。学習内容を り、次時への

３枚のリーフレットにまと 学習意欲がも15
めていくことを確認する。 てる。

分 ○次時は 「人々はどんな自動車に乗り ・次時までに、身近な人に対 （関）、

たいと思っているのか」という調査を して聞き取り調査をしてく

もとに話し合いをし、自己の課題を決 る （ワークシート①）。

定することを確認する。

※ 自分の自動車会社の名称の決定。時間があれば表紙の作製。

※ 聞き取り調査は宿題（ワークシート① 。）

本時の学習 第２時

( ) ねらい1
興味ある課題を選択し、進んで調べようとする意欲をもつ。

( ) 準備2
聞き取り調査の結果（ワークシート① 、見本のリーフレット、ワークシート②、）

黒板掲示用短冊

( ) 展開3
過程 学習活動 教師の指導・支援と留意点 評価

つ ○前時の学習を思い起こし、本字は自己 ・リーフレットの２枚目にま
か の課題を決定することを確認する。 とめていく内容であること
む を確認する。

5
分

○「人々はどんな自動車に乗りたいと思 ・調査の結果を短冊に書き、
っているのか （ワークシート①）の 分類をしていく。」
調査の結果をもとに、話合いをする。 ・結果が限られてしまう場合

調 には、児童の意見を取り入
れて、いろいろな考えを引 ・進んで話し合
き出したい。 い、自分の興

べ ○「安全な自動車 「だれにでも運転 ・ 安全な自動車 「だれに 味・関心、経」、 「 」、
できる自動車 「環境にやさしい自 でも運転できる自動車 、 験等を十分に」、 」
動車 「安く買える自動車」その他、 「環境にやさしい自動車」 考えて課題を」

る 自動車産業の今日的課題の中から自分 は選択課題として設定す 選択すること
の興味のある課題を選択し、自己の課 る。そのほかにも、今日的 ができる。
題とする。 課題であるものは設定す （思 （関））
・分類の結果、選択肢となる課題をワ る 「レース、スピード」30 。

ークシート②に書き込む。 等が出た場合には、今回の
分 ・その中から、自己の課題を選択し、 学習とは観点がちがうこと

選択した理由もあわせてワークシー を確認する。
ト②に書き込む。 ・自分の興味・関心、経験等

を十分に考えて選択できる
ようにする。

ま ○選択した課題を自分で調べ、リーフレ ・調べる方法、資料が考えら
と ットの２枚目にまとめていくことを確 れれば考えておくようにす
め 認する。 る。

・早く決定すれば、課題名だ
けでもリーフレットに書か10

分 せ、意欲付けをしたい。
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本時の学習 第３時（６０分授業）

( ) ねらい1
・自動車工場の様子や、そこで働く人々の努力や工夫を調べ、理解する。

・分からないことやもっと深く知りたいことを明らかにする。

( ) 準備2
教科書、資料集、ワークシート③、リーフレット作成用カード、はさみ、ワークシート④

( ) 展開3
過程 学習活動 教師の指導・支援と留意点 評価

つ ○本時は自動車工場の様子や工夫、努力 ・本時の学習と工場見学によ

か （リーフレットの１枚目）について学 り、リールレットの１枚目

む 習していくことを確認する。 を作製すること。工場見学

での自分の視点を明らかに

することをおさえる。5
分

○自動車の生産過程や工場の様子、関連 ・教科書のＰ６４から６７ま ・重要事項や要

工場との関係、働く人たちの工夫や努 でと、Ｐ７３から７５を一 点をまとめる

力、願いについて、資料を調べてい 斉学習。特に重要な点はワ ことができ

調 く。 ークシート③で押さえる。 る （知）。

○重要事項をワークシート③を利用して ・ 環境や働く人に優しい工 ・自分の考えを「

まとめる。 場」について、Ｐ６８，６ 書くことがで

べ ○「環境にやさしい工場 「働く人々に ９を参考にまとめる。自分 きる （思）」 。

優しい工場」について、自分の工場と の工場らしさを出せれば出

いう立場から考える。 させるようにする。

る ・一人で調べるのが困難な児

童はグループで調べるよう

にする。

・個々の学習においても、自45
己の課題を意識できるよう

分 な助言に心がける。

・工場見学で今日解決できな

かったことを解決させるこ

とができることをおさえて

おく。

ま ○今日の学習で疑問に思ったことやもっ ・工場見学で詳しく知りたい ・疑問点や詳し

と と詳しく知りたいと思ったことを、工 ことや質問したいことをワ く知りたいこ

め 場見学の時に見たり質問したりできる ークシート④に記入するこ とを明らかに

ようにする。 とをおさえる。 することがで

きる。10
分 （知 （思））

本時の学習 第４時（６０分授業）

( ) ねらい1
・自己の課題について意欲的に調べ、理解する。

・分からないことやもっと深く知りたいことを明らかにする。

( ) 準備2
自動車のカタログ、個々の資料、ワークシート④、リーフレット作成用カード、はさみ

( ) 展開3
過程 学習活動 教師の指導・支援と留意点 評価

つ ○本時は、自分の選んだ課題（リーフレ ・重要だと思うところを、予

か ットの２枚目）について学習していく め準備をしておいたリーフ
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む ことを確認する。 レット作成用のカードに書

き留めることを確認する。

（リーフレットに貼り付け5
分 ていくのは工場見学後の作

業になることを確認する）

○自動車のカタログや持ち寄った資料を ・同じ課題をもつもの同士が ・自己の課題に

調 参考に、自分の課題について調べる。 グループとなり、情報交換 ついて意欲的

をし、協力しながら調べら に調べること

べ れる態勢を整える （リー ができる。。

フレットを作るのは個々） （関）

る ・調べた結果はカードに書き ・自己の課題に

込んでいくようにする。工 ついての重要

場見学で新たな発見をする 事項を見付け45
こともあるので、カードは 出すことがで

分 借り留め、レイアウトを考 きる。

える程度で糊付けはしない （知 （思））

ことを確認する。

ま ○今日の学習で分からなかったことは、 ・同じ課題を調べている児童 ・疑問点や詳し

と 工場見学の時に見たり質問したりでき は、質問が重複しないよう く知りたいこ

め るようにする。 に予め質問を出し合い、質 とを明らかに

問者を決めておく （ワー することがで。

クシート④に記入） きる。10
分 （知 （思））

本時の学習 第５、６時（富士重工業、工場見学）

( ) ねらい1
・工場見学を通して、自動車工場の様子や、そこで働く人々の努力や工夫を実際に知る。

・自分の課題について、分からなかったことを明らかにする。

( ) 準備2
ワークシート④、筆記用具

( ) 展開3
過程 学習活動 教師の指導・支援と留意点 評価

○見学に際しての注意点を聞く。 ・危険となる行為や工場に迷

つ 惑のかかる行為は慎むこ

か と。

む ・学習ポイントを見逃さない

こと。

○工場の見学をする。 ・前時の学習ででた疑問点や ・自動車づくり

詳しく知りたいこと（ワー の行程や、

○工場の人の話を聞く。 クシート④）を、見学や工 人々の努力や

調 場の人の話を通して解決す 工夫を理解す

るように見学を支援する。 ることができ

○質問をする。 ・見学で解決できなかった点 る （知）。

べ は、質問をして解決するよ ・自分の知りた

うにする。 かったことを

○ワークシート④をまとめる。 ・見学で解決したことを、分 見学を通して

る かりやすくワークシート④ 知ったり、質

にまとめるようにする。 問をして解決

したりするこ

とができる。
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（知 （表））

ま ○今日あらたに分かったことで、リーフ ・外出先なのでカードを作る

と レットに書き足すことがあるかを考え ことはできないが、チェッ

め る。 クをしておくように伝え

る。

本時の学習 第７時

( ) ねらい1
自動車工場の様子や、そこで働く人々の努力や工夫を、リーフレットに効果的に表現する。

( ) 準備2
リーフレット、リーフレット作成用カード、糊、はさみ、ワークシート④

( ) 展開3
過程 学習活動 教師の指導・支援と留意点 評価

つ ○本時は、自分の自動車工場の様子、努 ・今までの学習や工場見学で

か 力や工夫などについて、リーフレット 知ったことを生かして、自

む の１枚目に表現していくことを確認す 分の工場として表現するこ

る。 とを確認する。

5
分

○第３次の学習及び工場見学での学習を ・第３次の学習に、工場見学 ・リーフレット

生かして、工場の様子や努力、工夫な で学習したことを加えるこ 作りに意欲的

追 どについて、リーフレットの１枚目に とを（ワークシート④）伝 に取り組んで

まとめていく。 える。 いる （関）。

・糊付けを急がずに。レイア ・学習したこと

究 ウトや重要度を考えて仮止 を、工夫して

めをし、修正をしながら仕 効果的にリー

上げていくように留意する フレットに表

す ・貼りきれない場合には、カ 現できる。

ードを小さくしたり、重要 （表）

ではないものを破棄したり

る するなど、個に応じて支援

をする。

・場合によってはグループ活

動とする。35
・早くできあがった児童に

分 は、まだ出来上がっていな

い児童のお手伝いをさせる

か、次時の活動に入るよう

に指示をする。

ま ○次時の学習の確認をする。 ・次時は、自分の課題につい

と て調べたことをリーフレッ

め トの２枚目に表現していく

ことを知らせる。

5
分

本時の学習 第８時

( ) ねらい1
自己の選択した課題を、工夫をして効果的にリーフレットに表現する。

( ) 準備2
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リーフレット、リーフレット作成用カード、糊、はさみ、ワークシート④

( ) 展開3
過程 学習活動 教師の指導・支援と留意点 評価

つ ○本時は、自分の選択した課題につい ・今までの学習や工場見学で

か て、リーフレットの２枚目に表現して 知ったことを生かして、自

む いくことを確認する。 分の工場で生産されている

自動車として表現すること

を確認する。5
分

○第３次の学習及び工場見学での学習を ・同じ課題をもつもの同士が ・リーフレット

追 生かして、自分の課題について、リー グループとなり、情報交換 作りに意欲的

フレットの２枚目にまとめていく。 をし、協力しながら作製で に取り組んで

究 きる態勢を整える。 いる （関）。

・糊付けを急がずにレイアウ ・調べたこと

す トや重要度を考えて仮止め を、工夫して

をし、修正をしながら仕上 効果的にリー

る げていくように留意する。 フレットに表

・貼りきらない場合には、カ 現できる。

ードを小さくしたり、重要 （表）30
ではないものを破棄したり

分 するなど、個に応じて支援

を考える。

ま ○発表用の原稿を書く。 ・次時には、自分が調べ表現

した自動車について発表を

と することを知らせ、その原

稿を書かせる。

め ・よい点ばかりではなく、結

果として悪くなってしまう

点も考えられるようにした10
い。

分 ・グループで協力をしながら

の発表も可とする。

５ 本時の学習 第９時

( ) ねらい1
それぞれが選択した課題を発表しあい、これからの自動車について考えを深める。

( ) 準備2
リーフレット、ワークシート⑤

( ) 展開3
過程 学習活動 教師の指導・支援と留意点 評価

○本時は「理想の自動車」を設計するため ・他の自動車の良さを理解し、そ

に、自分の調べた自動車について発表をす れを生かして理想の自動車をつ

ることと、他の課題を調べた友達の発表を くっていくことを確認する。つ

聞き、その特徴を知ることであることを確 ・本時の学習では発表をすること

認する。 よりも他の課題を調べた友達のか

発表をよく聞き、そこから学ぶ・理想の自動車とは？

ことの方が重要であることをおむ 環境にやさしい、だれにでも運転できる、

さえる。安全・・・、これらを総合したものである。

・発表を聞き、自分の自動車に取5 そのために、友達の発表を参考にしよう。

り入れたいと思うことをワーク
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シート⑤にまとめることを確分

認 （同一課題でも参考になれば。

書くように指示をする）

３つのグループに分かれ ・学習形態 ・自分の自動車と

○自分の自動車の説明をする。 環境にやさしい自動車、 他の自動車との

○友達の自動車の説明を聞く。 福祉車両、安全な自動車 共通点や相違点調

○友達の自動車の良さをワークシート⑤にま それぞれを３グループに分けて に気づき、理想

とめる。 話合いを進めるようにする。 の自動車につい

・分からない部分は質問をするよ て考えを深めるべ 環境の発表・・質問、まとめ

うにする （答えられない場合に ことができる。福祉車両の発表・・質問、まとめ 。

は、一緒に考えるなど、ともに （思）安全の発表・・質問、まとめの順に進める。

良いものを作り出していこうとる

する態度を育てたい ）。

・期間巡視をし、いくつかの作品

を全体に紹介して、他のグルー30
プの児童の作品も意識できるよ

うにする （興味がある事項につ分 。

いては次時に説明してもらうよ

うに勧める ）。

○今日の話合いの結果を基にして、次には、ま

理想とする自動車を考え出していくことをと

確認する。め

○今日の学習を振り返る。 話合いの後の感想を書くように・

する （見通しとかかわって）10 今日学習したことはよかった悪かったか。それは 。

なぜかを考えよう。分

本時の学習 第 、 時10 11
( ) ねらい1

これからの自動車について、自動車社会の今日的な課題を考慮して考え、リーフレットに表

現する。

( ) 準備2
リーフレット、リーフレット作成用カード、糊、はさみ、ワークシート⑥

( ) 展開3
過程 学習活動 教師の指導・支援と留意点 評価

つ ○本時は、理想の自動車を設計してリー ・自分で調べたことと話し合

か フレットの３枚目に表現していくこと った結果をもとに、近い将

む を確認する。 来実現の可能性があること

を条件として、自分の理想

とする自動車を設計し、リ5
分 ーフレットの３枚目に表現

していくことを知らせる。

○自分で調べたことと、友達の発表を聞 ・これからの自動車社会に必 ・自分の調べた

いて分かったことを統合しながら、理 要なものは何かについても ことや友達の

調 想の自動車を設計し、リーフレットの よく考えようにしたい。 発表、自動車

３枚目に表現する。 ・今までの学習を充分に生か 社会の今日的

べ して設計できるように支援 課題を踏まえ

する。 て理想の自動

る ・ 年後には実現が可能だと 車を考えるこ10
思われる範囲で考えられる とができる。
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ようにする。 （思）80
・今日的な課題を解決するの ・考えた自動車

分 に逆行するような案があっ を、工夫して

た場合には、もう一度考え 効果的に表現

直すように支援する。 できる。

（表）

ま ○出来上がったリーフレットを、家の人 ・なるべく年齢層などの異な

と やアンケートに協力してくれた人など る多くの人に発信して、意

め に発信して、意見やアドバイス、感想 見やアドバイス、感想をも

をもらうことを確認する。 らえるようにしたい。

（ワークシート⑥） ・本校職員にもお願いした5
分 い。

※出来上がったリーフレットはいろいろな人に見てもらい、意見やアドバイス、感想をもらう。

ワークシート⑥

12本時の学習 第

時

( ) ねらい1
・もらった意見やアドバイスに対して感想をもつことや、友達の自動車を評価することを

通して自分の考えを深める。

・学習を振り返り、知識や考えを生かしていこうとする意欲をもつ。

( ) 準備2
作成したリーフレット、ワークシート⑥⑦

( ) 展開3
過程 学習活動 教師の指導・支援と留意点 評価
つ ○発信した後にもらった意見やアドバイ ・感想が持てない児童には、 ・意見やアドバ
か スを読み、その感想を書く。 評価されている部分を具体 イスに対して
む （ワークシート⑦） 的に指摘し、自信をもてる 自分の考えを

ようにする。 もつことがで
・アドバイスに対しては、さ きる。10

分 らに良くするための意欲が （思）
もてるように支援する。

○友達とリーフレットを見せ合い、評価 ・友達の自動車のよい点を見 ・ともだちの自
追 し合う。 つけられるように支援す 動車の良い点
究 る。 を見つけるこ
す ・アドバイスができるような とができる。
る らしてもよいが、作品の出 （思）

来映えではなく、設計した
自動車について、建設的な25

分 アドバイスになるように留
意する。

○「自動車をつくる工場」を学習しての ・これまでの学習を振り返 ・知識や考えを
感想を書く （ワークシート⑦） り、これらの学習を今後ど 生かしていこ。

ま のように生かせるかについ うとする意欲
と て考えられるようにる。 がもてる。
め （児童がすぐに自動車選び （関）

にかかわることはないと思
われるが、ここで学んだ10

分 「人々の努力や工夫」ま
た 「環境 「安全 「福、 」 」
祉」などにも目を向けられ

るようにしていきたい）
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児童のリーフレット作品例（１枚目 自社工場について）



－ －11

児童のリーフレット作品例（２枚目 自己の選択した課題について）
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児童のリーフレット作品例（３枚目 理想の自動車について）


